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研究内容 

 

ヒト白血球抗原（HLA）は、免疫の場における自己あるいは病原体由来の非自己ペプチドを結合し、これを T 

細胞に提示することにより抗原特異的免疫応答を誘導するとともに、NK 細胞のリガンドとして各種免疫細

胞を制御する働きを担っている。この HLA 分子をコードする HLA ゲノム領域は、自己免疫疾患、がん、骨

髄移植に伴う移植片対宿主病（graft versus host disease; GVHD）などの疾患の発症に関与し、またウイル

ス感染症における防御と重症化、及び薬剤感受性を規定するなど、興味ある臨床知見が山積している。こ

の領域はヒトゲノムにて比類なき多型性に富み、HLA 遺伝子は遺伝子全領域に渡り高度な多型性を有す

ることから、他の一般的な遺伝子とは異なり、遺伝子全領域の機能を HLA アリルごとに知ることのできる、初

めての、また唯一無ニの絶好な系である。これまでに我々は、HLA ゲノム領域 3.8 Mb のゲノム塩基配列を決

定したこと（図）、次世代シークエンサーを用いた HLA タイピング法を開発したことなど、数多くの HLA 研究を

推進させるための重要な成果を報告している。現在、最新技術を駆使した HLA 遺伝子における多型解析、

遺伝子発現解析、並びに多型・変異部位における機能解析を実施しており、非コード領域の機能の解明、

転写開始点などの遺伝子発現に重要な役割を担う部位の同定、mRNA の安定性、及びスプライシングに必

須な部位の同定を通じて HLA 遺伝子内の各部位の機能を明確にすることを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上からクラスⅠ、クラスⅢ、クラスⅡ領域の順で記載した。白色、灰色、縦縞および黒色のボックスは、発現

遺伝子、遺伝子候補、非タンパク質コード遺伝子および偽遺伝子をそれぞれ示す。HLA 遺伝子は太文字

で記した。クラスⅢ領域には、発現遺伝子が密に位置するのに対して、クラスⅠ領域やクラスⅡ領域、とりわ

け HLA 遺伝子近傍には、偽遺伝子が密に位置する。これは HLA 遺伝子の重複や偽遺伝子化を繰り返し

ながら形成されてきたことを示唆する。 

教員紹介 
 
領域（医学部組織）  
分子生命科学 
 
専門分野キーワード 
 
 

第６ 番染色体

PSMB9

HLA-F
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3.8-1.5

HLA-V

HLA-P
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RPL15P4
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ATP6V1G2
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NCR3

AIF1
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CSNK2B
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LY6G5C
ABHD16A

LY6G6F
LY6G6E
LY6G6D

C6orf25
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HSPA1A
HSPA1B
C6orf48
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PPP1R11
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HLA-N
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RANP1
HLA-E
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PRR3
ABCF1

PPP1R10
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PTMAP1
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MDC1

FLOT1
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DDR1
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VARS2

DPCR1
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HCG22

CDSN
PSORS1C1
PSORS1C2

CCHCR1
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HCG27

HLA-C
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RPL3P2
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HLA-B

HLA-S
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HLA-X
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HCG26
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MUC22

C6orf15

PSORS1C3

TRIM15

PPIAP9

SNORD117
SNORD84

UQCRHP1

SNORA38

LY6G6C

SAPCD1

SNORD48
SNORD52
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C4B

CYP21A2

HNRNPA1P2
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PBX2
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NOTCH4
C6orf10
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HCG8

ク
ラ
ス
Ⅰ
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ク
ラ
ス
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ク
ラ
ス
Ⅱ
領
域

動
原
体

短
腕
部

長
腕
部

HCG4

HCGVIII-2

DDX39BP2

MCCD1P2
ZNRD1-AS1

TRIM26
PAIP1P1
HCG17
TRIM26BP

HCG18
HLA-L

TRIM39-RPP21

UBQLN1P1

TMPOP1
SUCLA2P1

MIR877

LINC00243

MIR4640

LOC100422429
LOC100420530

POLR2LP

LOC100996357

DHFRP2
FGFR3P1
ZDHHC20P2

ATP6V1G2

LOC100287329

MIR4646

MSH5-SAPCD1

MIR1236

LOC100507547

PPT2-EGFL8

HCG23

MTCO3P1

MIR3135B

LOC100507463

LOC100294145

COL11A2P

ZDHHC20P1
HCG4P11

HLA-F-AS1
RPL23AP1

HCG9P5
IFITM4P

LOC554223

DDX39BP1

MCCD1P1

テロメ ア側

Ex ten d ed  
ク ラ スⅡ領域

セント ロメ ア側

Ex ten d ed  
ク ラ スⅡ領域
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